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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　制御用集積回路と、入出力用集積回路と、前記制御用集積回路および前記入出力用集積
回路が配置される制御基板と、前記制御基板を収容するケースを備え、
　前記制御用集積回路は、第１のセレクト端子および第１のデータバス端子を含む端子を
有しているとともに、遊技機の動作を制御する制御回路を内蔵しており、
　前記入出力用集積回路は、前記制御用集積回路の第１のセレクタ端子および第１のデー
タバス端子に接続される第２のセレクト端子および第２のデータバス端子と、複数のデー
タ端子を含む端子を有しているとともに、前記第２のセレクト端子に入力されたセレクト
信号に基づいて、前記第２のデータバス端子と前記複数のデータ端子との接続を制御する
入出力処理回路を内蔵しており、
　前記制御用集積回路および前記入出力用集積回路は、縦型の集積回路として形成されて
いるとともに、平行に配置されており、
　また、前記制御用集積回路は、前記入出力用集積回路と対向する側の面に識別情報が表
示されており、前記制御用集積回路と前記入出力用集積回路の距離は、前記制御用集積回
路の、前記入出力用集積回路と対向する側の面に表示されている識別情報を、前記ケース
の外部から視認可能な距離に設定されていることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　請求項１に記載の遊技機であって、前記制御用集積回路と前記入出力用集積回路は、平
行方向にずらせて配置されていることを特徴とする遊技機。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の遊技機であって、
　前記制御用集積回路および前記入出力用集積回路の端子は、２列に平行に配置されてお
り、
　前記制御基板には、前記制御用集積回路の端子が接続可能な制御用接続部が２列に平行
に配置されているとともに、前記入出力用集積回路の端子が接続可能な入出力用接続部が
２列に平行に配置されており、
　前記第１のデータバス端子は、前記入出力用接続部側に配置されている、前記制御用接
続部の端子の列に接続される、前記制御用集積回路の端子の列に含まれており、
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　前記第２のデータバス端子は、前記制御用接続部側に配置されている、前記入出力用接
続部の端子の列に接続される、前記入出力用集積回路の端子の列に含まれており、
　前記第１のデータバス端子が接続される制御用接続部と、前記第２のデータバス端子が
接続される入出力用接続部を接続するデータバスが、前記制御用接続部と前記入出力用接
続部の間に配置されていることを特徴とする遊技機。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の遊技機であって、前記制御用集積回路と前記入出力用
集積回路の距離は、前記制御基板に配置されている、縦型の集積回路として形成された前
記制御用集積回路の周囲に、横型の集積回路として形成された制御用集積回路を前記制御
基板に配置した場合に必要とする実装面積と等しい領域を確保可能な距離に設定されてい
ることを特徴とする遊技機。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の遊技機であって、
　前記制御基板には、前記入出力用集積回路の複数のデータ端子の中の少なくとも１つの
データ端子に接続されるとともに、外部機器に接続されたプラグの端子が接続可能な接続
端子が配置されており、
　前記接続部は、前記入出力用集積回路を挟んで前記制御用集積回路と反対側に、前記入
出力用集積回路と平行に配置されていることを特徴とする遊技機。
【請求項６】
　請求項５に記載の遊技機であって、前記接続部と前記入出力用集積回路は、前記制御用
集積回路と前記入出力用集積回路の間の距離以上離して配置されていることを特徴とする
遊技機。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載の遊技機であって、
　前記制御基板は、前記制御用集積回路および前記入出力用集積回路が配置される側の面
が長方形に形成されており、
　前記制御用集積回路および前記入出力用集積回路は、前記長方形に形成された面の長辺
に平行に配置されていることを特徴とする遊技機。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれかに記載の遊技機であって、
　前記制御基板には、前記制御回路の動作用クロック信号を出力する発振器が配置されて
おり、
　前記発振器は、前記制御用集積回路を挟んで前記入出力用集積回路と反対側に配置され
ていることを特徴とする遊技機。
【請求項９】
　請求項３～８のいずれかに記載の遊技機であって、
　前記制御基板は、前記制御用集積回路および前記入出力用集積回路が配置される側の面
と反対側の面を有しており、
　前記制御基板の少なくとも一方側の面には、前記２列に配置された制御用接続部の間あ
るいは前記２列に配置された入出力用接続部の間の少なくとも一方に接地線が配置されて
いることを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　第１発明は、請求項１に記載された構成を備えている遊技機である。
　請求項１に記載の遊技機は、
　制御用集積回路と、入出力用集積回路と、前記制御用集積回路および前記入出力用集積
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回路が配置される制御基板と、前記制御基板を収容するケースを備え、
　前記制御用集積回路は、第１のセレクト端子および第１のデータバス端子を含む端子を
有しているとともに、遊技機の動作を制御する制御回路を内蔵しており、
　前記入出力用集積回路は、前記制御用集積回路の第１のセレクタ端子および第１のデー
タバス端子に接続される第２のセレクト端子および第２のデータバス端子と、複数のデー
タ端子を含む端子を有しているとともに、前記第２のセレクト端子に入力されたセレクト
信号に基づいて、前記第２のデータバス端子と前記複数のデータ端子との接続を制御する
入出力処理回路を内蔵しており、
　前記制御用集積回路および前記入出力用集積回路は、縦型の集積回路として形成されて
いるとともに、平行に配置されており、
　また、前記制御用集積回路は、前記入出力用集積回路と対向する側の面に識別情報が表
示されており、前記制御用集積回路と前記入出力用集積回路の距離は、前記制御用集積回
路の、前記入出力用集積回路と対向する側の面に表示されている識別情報を、前記ケース
の外部から視認可能な距離に設定されていることを特徴とする。
　「縦型の集積回路」は、基板側に配置される面が最も大きい面積を有する面とならない
ように基板に配置される集積回路を意味する。このような集積回路は、典型的には、ＺＩ
Ｐ型等の縦型の集積回路である。
　「制御用集積回路と入出力用集積回路が平行に配置される」という記載は、制御用集積
回路の端子列の配列方向と入出力用集積回路の端子列の配列方向が平行になるように、制
御用集積回路と入出力用集積回路が配置される構成を意味する。「制御用集積回路と入出
力用集積回路を平行に配置する」態様は、制御用集積回路と入出力用集積回路が、平行方
向に少なくとも一部が重なるように配置する態様を意味する。縦型の制御用集積回路と入
出力用集積回路を用いる場合には、最も大きい面積を有する面が平行になるように配置さ
れる。なお、「平行に配置される」構成には、略平行に配置される構成も含まれる。
　「制御用集積回路に表示されている識別情報」は、例えば、制御用集積回路に印刷され
ているあるいは制御用集積回路に貼付されているラベルに印刷されている、当該制御用集
積回路あるいは当該制御用集積回路に内蔵されている制御回路の型番を示す文字等の情報
を含む。
　「制御用集積回路と入出力用集積回路が、制御用集積回路の、入出力用集積回路に対向
する側の面に表示されている識別情報の視認が可能となるように離して平行に配置されて
いる」構成としては、制御用集積回路に表示されている識別情報全体を視認可能な距離以
上離して制御用集積回路と入出力用集積回路が平行に配置されている構成や、制御用集積
回路に表示されている識別情報の一部を視認可能であり、且つ、視認した識別情報の一部
に基づいて識別情報全体を推定可能な距離以上離して制御用集積回路と入出力用集積回路
が平行に配置されている構成を用いることができる。すなわち、必ずしも、識別情報の全
体を視認可能でなくてもよい。
　請求項１に記載の遊技機を用いれば、制御用集積回路の汎用性を高めることができる。
また、制御基板の実装効率を高めることができるとともに、制御用集積回や入出力用集積
回路と制御基板との間に不正回路が設けられていることを容易に発見することができる。
また、制御用集積回路と入出力用集積回路を接続する接続線の長さが長くなる量を最小限
に抑えながら、外観は正規の制御用集積回路に似せているが、正規の表示情報が表示され
ていない不正な制御用集積回路を容易に発見することができる。
　第２発明は、請求項２に記載された構成を備えている遊技機である。
　請求項２に記載の遊技機は、請求項１に記載の遊技機であって、前記制御用集積回路と
前記入出力用集積回路は、平行方向にずらせて配置されていることを特徴とする。
　「制御用集積回路と入出力用集積回路を、平行に、平行方向にずらせて配置する」態様
は、制御用集積回路と入出力用集積回路が、平行方向に少なくとも一部は重なるが、全部
は重ならない態様を意味する。
　請求項２に記載の遊技機を用いれば、請求項１に記載の遊技機と同様の効果を有する。
なお、請求項２に記載の遊技機では、請求項１に記載の遊技機に比べて、制御用集積回路
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と入出力用集積回路を接続する接続線の長さが長くなる量をより抑えることができる。
　第３発明は、請求項３に記載された構成を備えている遊技機である。
　請求項３に記載の遊技機は、請求項１または２に記載の遊技機であって、前記制御用集
積回路および前記入出力用集積回路の端子は、２列に平行に配置されており、前記制御基
板には、前記制御用集積回路の端子が接続可能な制御用接続部が２列に平行に配置されて
いるとともに、前記入出力用集積回路の端子が接続可能な入出力用接続部が２列に平行に
配置されており、前記第１のデータバス端子は、前記入出力用接続部側に配置されている
、前記制御用接続部の端子の列に接続される、前記制御用集積回路の端子の列に含まれて
おり、前記第２のデータバス端子は、前記制御用接続部側に配置されている、前記入出力
用接続部の端子の列に接続される、前記入出力用集積回路の端子の列に含まれており、前
記第１のデータバス端子が接続される制御用接続部と、前記第２のデータバス端子が接続
される入出力用接続部を接続するデータバスが、前記制御用接続部と前記入出力用接続部
の間に配置されていることを特徴とする。
　請求項３に記載の遊技機を用いれば、直線状のデータバスを配置することができるため
、データバスの長さを短くすることができる。
　第４発明は、請求項４に記載された構成を備えている遊技機である。
　請求項４に記載の遊技機は、請求項１～３のいずれかに記載の遊技機であって、前記制
御用集積回路と前記入出力用集積回路の距離は、前記制御基板に配置されている、縦型の
集積回路として形成された前記制御用集積回路の周囲に、横型の集積回路として形成され
た制御用集積回路を前記制御基板に配置した場合に必要とする実装面積と等しい領域を確
保可能な距離に設定されていることを特徴とする。
　「制御基板に配置された、縦型の制御用集積回路の周囲に、横型の制御用集積回路を制
御基板に配置した場合に必要とする実装面積と等しい領域を確保可能な距離」という記載
は、例えば、横型の制御用集積回路と入出力用集積回路を平行に制御基板に配置した場合
に、横型の制御用集積回路が配置される領域（実装領域）の中央部に、縦型の制御用集積
回路の端子の配列方向が横型の制御用集積回路の端子の配列方向と同じ方向となるように
、縦型の制御用集積回路を制御基板に配置する構成を意味する。
　請求項４に記載の遊技機を用いれば、制御用集積回路の、入出力用集積回路側の面に表
示されている識別情報を視認可能となるように、制御用集積回路と入出力用集積回路を容
易に配置することができる。
　第５発明は、請求項５に記載された構成を備えている遊技機である。
　請求項５に記載の遊技機は、請求項１～４のいずれかに記載の遊技機であって、前記制
御基板には、前記入出力用集積回路の複数のデータ端子の中の少なくとも１つのデータ端
子に接続されるとともに、外部機器に接続されたプラグの端子が接続可能な接続端子が配
置されており、前記接続部は、前記入出力用集積回路を挟んで前記制御用集積回路と反対
側に、前記入出力用集積回路と平行に配置されていることを特徴とする。
　「接続部を入出力用集積回路と平行に配置する」構成は、例えば、接続部の接続端子の
配列方向が入出力用集積回路の端子列の配列方向と平行になるように、接続部と入出力用
集積回路を配置する構成を意味する。接続部に接続されるデータ端子は１つでもよいし複
数でもよい。接続部の配置位置あるいは接続部の接続端子に接続される入出力用集積回路
のデータ端子の配置位置は、接続部と入出力用集積回路が制御基板に配置された時に、接
続部の接続端子と入出力用集積回路のデータ端子が対向するように設定されているのが好
ましい。
　請求項５に記載の遊技機を用いれば、入出力用集積回路と接続部との間に配設されるデ
ータ線の長さを短くすることができる。
　第６発明は、請求項６に記載された構成を備えている遊技機である。
　請求項６に記載の遊技機は、請求項５に記載の遊技機であって、前記接続部と前記入出
力用集積回路は、前記制御用集積回路と前記入出力用集積回路の間の距離以上離して配置
されていることを特徴とする。
　請求項６に記載の遊技機を用いれば、入出力用集積回路と接続部の間に不正な回路が設
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けられていることを容易に発見することができる。
　第７発明は、請求項７に記載された構成を備えている遊技機である。
　請求項７に記載の遊技機は、請求項１～６のいずれかに記載の遊技機であって、前記制
御基板は、前記制御用集積回路および前記入出力用集積回路が配置される側の面が長方形
に形成されており、前記制御用集積回路および前記入出力用集積回路は、前記長方形に形
成された面の長辺に平行に配置されていることを特徴とする。
　請求項７に記載の遊技機を用いれば、制御用集積回路に表示されている識別情報を視認
可能に、制御用集積回路と入出力用集積回路の間の距離を確保しながら、制御基板の実装
効率を高めることができる。
　第８発明は、請求項８に記載された構成を備えている遊技機である。
　請求項８に記載の遊技機は、請求項１～７のいずれかに記載の遊技機であって、前記制
御基板には、前記制御回路の動作用クロック信号を出力する発振器が配置されており、前
記発振器は、前記制御用集積回路を挟んで前記入出力用集積回路と反対側に配置されてい
ることを特徴とする。
　請求項８に記載の遊技機を用いれば、発振器から発生するノイズが、制御用集積回路と
入出力用集積回路との間に配設されているデータバスに浸入するのを防止することができ
る。
　第９発明は、請求項９に記載された構成を備えている遊技機である。
　請求項９に記載の遊技機は、請求項３～８のいずれかに記載の遊技機であって、前記制
御基板は、前記制御用集積回路および前記入出力用集積回路が配置される側の面と反対側
の面を有しており、前記制御基板の少なくとも一方側の面には、前記２列に配置された制
御用接続部の間あるいは前記２列に配置された入出力用接続部の間の少なくとも一方に接
地線が配置されていることを特徴とする。
　接地線の配設位置は、２列に配置された制御用接続部の間あるいは２列に配置された入
出力用接続部の間であればよいが、２列に配置された制御用接続部の間あるいは２列に配
置された入出力用接続部の間の中央部であるのが好ましい。接地線は、２列に配置された
制御用接続部の間あるいは２列に配置された入出力用接続部の間の少なくとも一方に配設
されていればよい。また、少なくとも一方側の面に配設されていればよい。
　「制御用集積回路および入出力用集積回路が配置されていない側（反実装側）の面にお
ける２列の制御用接続部の間あるいは２列の入出力用接続部の間」は、制御用集積回路お
よび入出力用集積回路が配置されている側（実装側）の基板面に配置されている制御用接
続部あるいは入出力用接続部を、制御用集積回路および入出力用集積回路が配置されてい
ない側に貫通させることによって形成される２列の制御用接続部あるいは２列の入出力用
接続部の間を意味する。
　請求項９に記載の遊技機では、制御用集積回路あるいは入出力用集積回路の下方の基板
面に接地線が配設されているため、制御用集積回路あるいは入出力用集積回路から発生す
るノイズが外部に放出されるのを防止することができる。これにより、外部機器のノイズ
による誤動作を防止することができる。また、制御用集積回路あるいは入出力用集積回路
の端子列の間に不正な回路が配置されることを防止することができ、不正防止効果を高め
ることができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　請求項１～９に記載の遊技機では、制御用集積回路と外部機器との間に入出力用集積回
路を設けているため、制御用集積回路と外部機器との接続状態の変更や外部機器の数の増
加に対して安価に容易に対応することができ、制御用集積回路の汎用性が向上する。また
、制御用集積回路および入出力用集積回路として縦型の集積回路を用いているため、基板
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の実装効率を高めることができるとともに、制御用集積回路や入出力用集積回路と制御基
板の基板面との間に不正回路が設けられていることを容易に発見することができる。さら
に、制御用集積回路に表示されている識別情報の視認が可能となるように制御用集積回路
と入出力用集積回路を離して制御基板に平行に配置しているため、不正な制御用集積回路
（例えば、外観は正規の制御用集積回路に似せているが、正規の表示情報が表示されてい
ない不正な制御用集積回路）が設けられていることを容易に発見することができ、不正防
止効果を高めることができる。
　ここで、制御用集積回路と入出力用集積回路を離して配置することにより、制御用集積
回路と入出力用集積回路を接続する接続線の長さが長くなるが、制御用集積回路と入出力
用集積回路を平行に配置しているため、接続線の長さが長くなる量を最小限に抑えること
ができる。


	header
	written-amendment

